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報

朝晩はずいぶん冷えるようになつてきたとは

,:え、日差しのある日中はまだまだ暖かい秋晴れ

となった 10月 の第二日曜日、「中国人受難者を追

悼し、平和と友好を祈念する集いJが記念碑前で

開催されました。少し雲はありましたが、よく晴

れ渡つた安野の山あいの空に竹内ふみのさんの

奏でる■胡が追悼の青色を響かせます.毎年のこ

「第13回 中国人受難者を追悼し

平和と友好を祈念する集い」報告

2020年10月 18日 、13時半より「集い」が開催され、

その後追悼法要が行なわれました。

村中 信行

口
一

とではありますが、

14内 さんの演奏する

中lE伝来の楽器の調

べは参加者の「集いJ

への思いをさらに深

いものにしてくれて

いるように感 じます。

来賓からの扶拶を受

けます。中国人受難

者 遺族の方は招く

ことができなかった

ので、メッセージを

いただきました。そ

して安芸太 11ド r長

橋本博 i月 さん、善福

寺住職・藤井意心さ

パッ、広教組委嫌 頼

信直枝さん、中 J駐

大阪総領事 何振良

さスノ(こ オしはメ ッ‐ヒ

ージ)、 と挨拶をいた

だきました。今■の

「集いJで は安芸人 IH

町長、広教組委員長が

交代 されていま した

が、例年同様に「集いJ

に参力‖され、「集い」を

支えていただいたこ

とに感祓|,る ととも

に
'歴

史が繋がつてい

るのかなJ と思 うこと

もできました.

その後、竹内さんが

二胡で迫悼の楽‖Iを演

奏 し、その二胡の調べ

とともに参力1者全員で

記念碑に献花をし閉会

しました。これも「新型

昨年は中■人受難者・遺族と西松建設との間で、

和解が成立して 10年でしたが、今年はその和解

を受けて「
.l・ 念碑Jが建立されて 10年 となる節日

でした。その節日となる今 可の 1集い」でしたが、

年の初めから世界を席巻する「新I・lコ ロナウィル

スJの 脅政から、中国の関係者をお呼びすること

はできませんでした。受難者・遺族の方の訪日を

断念しただけでなく、例年は「集いJの開催前に行

なつていた安野発電所貯水槽周辺のフィール ド

ワークも中 Iに し、参カロ者の募集も積極的にはせず

に、広島市内から十日していた参加者の送迎用マイ

クロバスの運行 {,取 りやめました。

「集いJは例年o flり 同原美知子さんの・ l会のも

と、黙祷から始まりました。「継承する会Jの tl話

人代表 足立修一弁護士が主催者挨拶をした後、

橋本博明

藤丼薇心 善福寺住職



コロナウィルスJへの対処ですが、最後に参カロ者

全員で撮影する集合写真も今年は行ないません。

「集いJの後、参カロ者の多くは善福寺へ移動して、

追悼法要に臨みました。藤井住職の「F可弥陀経Jの

読経とともに、例年通り中国式と日本式の焼香を

皆でします。善福寺には安野で亡くなった中国人

のうち5人の遺骨が一時保管されていた縁で今に

繋がつていま丸 受難者・遺族はここでの法要で

も心が慰められ、「和解」への気持ちも固まってい

ったのではないか、と「継承する会Jの川原洋子事

栗栖薫さん

務局長は.Fされていました。法要の後に当時の様

子を知る栗栖薫さんが.lT言 をされました。すでに

戦後 75年、もう当時のことを知り、証言できる人

もほとんどいなくなります。安野の強制連行の日

本人の証言者 1、 栗栖さんが最後の一人だという

ことです。

「新型コロナウィルス1の影響でさまざまに制

約を受けた :集 いJと「法要Jで したが無事今年 1,

終了しました。特に中国人受難者・遺族を招くこ

とができなかつたことは残念ですが、川原さんは

'集
いJは 日本と中国の交流ということだけでは

なく、
「
中国人強制連行」という日本の歴史を継承

するということでもある、その意味で日本側で
「集いJを続けることは大事である、と言つていま

す。

最後に今回の記念碑建立 lo周年の「集いJに向

けて中国人受難者・遺族の方が寄せたメッセージ

の一部を紹介したいと思います。
「…… この記念碑は、歴史を継承し続けるだ

けでなく、中国人民の友好の証人であると堅く信

じて,ヽまう。

中国両国、そして両国人民が世代を継いで友好

でありますように !J


